
真の熱中症対策は、発熱し難い体を作ることである
　～甲状腺ホルモンは昼間や夏場に濃度低下して体温上昇を防いでいる～

（原図の出典:https://doi.org/10.1016/j.clinbiochem.2018.08.008）
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日中の気温が４０℃～５０℃が普通である地域に住む人は、
暑くなる時期には甲状腺ホルモンのレベルが極限まで下が
り、自ら発熱しない体になる。汗もあまりかかないため、多量
の水分補給も不要である。衣服をまとえば暑い外気が遮断
され、体温上昇が防がれ、熱中症になることは無い。

気温上昇 → 視床下部からのTRH減少 → 脳下垂体からの
TSH減少 → 甲状腺からのT3減少 → T4への変換減少
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